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[図1環境の構成各分類の割合(N=71)]
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各分類の全体に占める割合には大きな差は見られなかった。つまり，幼児の「主体的・対話的

で深い学び｣を促す環境の構成は｢心情を支える環境｣「ひととかかわらざるを得ないもの･状況」

「ひととかかわりやすいもの・場」「試行錯誤や工夫を促すもの・場」「イメージや目的の共有を

促すもの・こと」「思考を促す情報」が有効であるということが明らかになった。

各分類と学年別の値から

各分類と学年別の値は，以下のグラフの通りとなった。

[図2環境の構成各分類と学年別の値］
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